














































































































課程 .専攻,事前指導の科目名等 年 次 実習期間 .日数 .コマ数等 時 期 学 生 数
学校教育教員養成課程(定員 170名) 1年次 1日観察 .参加実習 6月期(2日に分けて) 167名
養護学校教員養成課程(定員30名) 1年次 1日観察 .参加実習 6月期 30名
｢教育実習基礎研究Bl｣(学校教育教 3年次 教科別の授業観察1コマ 6月期 (3日に 79名
貞養成課程中学校教育専攻.障害児教育専攻中学校専修) 分けて)
｢教育実習基礎研究B2｣(保健)(養護教諭養成課程) 3年次 ｢保健｣の授業観察1コマ 11月期 28名
中学校教育専攻第1免許実習 3年次 4週間 9月～10月期 74名
養護教諭養成課程 3年次 l過問 4月期 15名
副免中学校実習(学部改組前の学年) 4年次 1週間 9月期 96名
養護学校教員養成課程 副免 .保健 4年次 2週間 11月期 9名
総合教育課程 4年次 2週間 9月期 8名
養護教諭特別別科 1年 1日観察 .参加 6月期 33名
養護教諭特別別科 1年 1週間 6月期 11名
教育学部 総数 550名
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有吉 英樹 ･梶原 敏
表2 附属中学校教科別教育実習生の受け入れ希望数および実数等
(指導教官数,第1免許および第2免許の教生受け入れ希望数は,2001年夕月12日付けの附属中学校作成資料による｡)
教 科 国青吾 社会 数学 理科 音楽 美術 保体 技術 家庭 英語 合計
教生指導教官数 4 3 3 3 1 2 3 2 2 3 26
第 1免許一教生受け入れ希望数 12 9 12 6 3 9 8 6 6 6 77
2001年度 実数(※) 9 ll ll 8 9 0 3 2 3 18 74
2001年度 ｢ー∋lJ受講者数(学校数背教員養成課程のみ) 9 12 ll 8 9 0 3 2 3 21 78


































































A 今回の実習生を指導しての評価について B 教育実習事前指導(｢教育実習基礎研究Bl｣)において指導すべき事項
極めて良い 良い 普通 悪い 極めて悪い 極めて重要 重要 さほど重要ではない 重要ではない
(∋教師としての基本的心構え 1 7 10 3 15 6
(参教育の理念 .自壊 1 3 14 3 10 10 1
③礼儀作法 .言葉遣い .服装等 1 8 9 2 14 7
(参教育課程 .学習指導要領 2 10 8 10 8 3
⑤学習指導案の作成 4 9 7 ll 10
⑥教材研究の視点 .方法 6 8 6 1 13 8
⑦教育技術(発間 .助言 .板書等) 2 15 4 10 9 1
⑧教科専門の力量形成 3 8 8 16 5
⑨教材 .教具等の作成 .工夫 S S 4 6 10 5
⑩VTR,OHPの活用 2 10 4 1 1 ll 7 2
⑫パソコンの活用 3 ll 2 2 6 ll 2
⑫生徒理解 .生徒指導等 3 15 2 9 9 3
⑬学級経営 1 15 1 4 ll 6
⑭ ｢道徳｣の授業について 6 8 1 ll 8 2

























有吉 英樹 ･梶原 敏
表4 学部および学部教官-の附属教官の意見 ･要望等
大いに賛成 賛成 どちらともいえない そ の必 要はない
① 学部教官は,実習生の公開研究授業を参観 してほしい○ 15 6
② 学部教官は,公開研究授業以外にも,可能な限り実習生の授業 10 5 5 1を参観したり,指導.助言をしてほしい○
③ 学部教官は,実習生の公開研究授業後に開催される批評会に参 14 7加してほしい○
④ 学部教官は,実習生が授業を行う前の指導案作成時に,可能な 3 2 10 6限り指導 .助言を行ってほしいo
(参 学部教官は,実習生が行う朝の会 .帰りの会,登下校 .給食 . 4 3 8 6清掃指導等の観察をしてほしい.
⑥ 学部教官は,実習生が行う朝の会 .帰りの会,登下校 .給食 . 3 2 7 9清掃指導等に対して指導 .助舌をしてほしい○
⑦ 教育実習事前指導(｢教育実習基礎研究B1｣)では,附属中学 2 5 10 4校における教科別の授業参観を1回しているが,この回数をもつと
増やすべきであるQ
(む ｢教育実習基礎研究Bl｣および実習期間中とは別に,学生が 5 5 7 3附属中学校で授業を観察できる機会を設定すべきであるo
⑨ 実習期間中以外にも,学生が附属中学校で授業を行えるように 1 1 7 12すべきであるo
⑳ 附属教官が大学において実施する実地指導の回数を,現在より 5 1 10 5も増やすべきであるo
⑫ 実習の開始式 .終了式には,学部教官の代表が出席し挨拶 .激 5 5 7 4励をすべきである
⑫ 学部教官が,附属中学校の授業を担当する機会を設定すべきで 5 7 5 4ある○
⑬ 附属教官と学部教官とが,実習生の指導(事前 .車中 .事後括 9 10 1 1導)の在り方について,意思疎通を図り研究する機会を設定すべき
である○
⑭ 現在以上に,附属教官と学部教官とが教育実践に関する共同研 7 7 7究を行う機会を設けるべきである○





























































































































有吉 英樹 ･梶原 敏
1999年 12月 10日
注 2) 文部科学省 『教員養成等における大学と
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ぼう.大学 ･学校 ･教育委員会』 2001年 8
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連携協力事業報告書』 2001年 5月20日
注 4) 有害 英樹 ｢一般学部における教育実習
運営の現状と課題｣ 『岡山大学付属教育実
践総合センター研究年報』 第 2号 55-64
頁 1999年3月25日
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